

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































理解できた。後述するが、イスラーム世界如何を問わず、トルコ以外のヒズメット校でも、同様に寮を提供している。しかし本国トルコのようには、ヒズメット校 教育を受けた卒業生が十分 育 はおらず、家庭教師の担い手を思うようには確保できていない。　
本国トルコの場合、早い段階からヒズメット教育を受け、そしてそ 教育




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































弟の通う有名私立学校では、英語教育を主とした学力の高さは認めら る反面、母国語や倫理教育にはあまり関心が払われていな という印象を抱いていた。対して私立学校である本校 、昼休みの時間帯に児童・生徒と接した体験から 非常に高 母国語（正則アラビア語）能力 礼儀正しさに驚かされた。　
これらは、入学後の徹底した指導による成果であって、母国語（アラビア







































































































































































































































































































































































































































































































































く、倫理・道徳教育の徹底がその特徴としてあることは、すでに言及してきた通りである。保護者側としても、こ した規律性や自らの身の回 の整理などの基本的なしつけができていない点を問題視 ており、学 も重要課題として取り組んでいる。　
アフメト副校長自身、教壇に立つ場合で、教室内が散乱しているのを見つ































































































































































いる。伝統的なプサントレンのように、インドネシアでも教育の場に寮があることは、そう珍しいも ではない。しかし、親は子供を溺愛しすぎる傾向があるとアフメト副校長は指摘する。こ した点を改善するためにも、通学可能な児童・生徒に対しても、寮の活用を積極的に勧めている。同時に、親を教育に巻き込むことの重要性も、やはり本校でも意識されており、インドネシアで他に例のない、定期 家庭訪問 実施をして 子供たちの教育に対して親の意識を高めていこ と試みがなされている　
教員の七割はインドネシア人で、トルコ人教員は一〇人ほどが勤務してい

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































et Enes Ergene 教授に
聞
き
取
り
調
査。
所
在
地
は、
ヌ
ル
バ
バ・
モ
ス
ク
N
urbaba C
am
ii 内
に
位
置
す
る
が、
移
転の予定があると
いう。
（
18）
ホームページ、
http://w
w
w
.hiram
agazine.com
/ 。
（
19）
ギュレン本人によって指導される宗教諸学の教育の場はこの呼称で親しまれている。
現
在
で
も、
ト
ル
コ
本
国
の
大
学
神
学
部
卒
業
生
の
数
名
が
毎
年
ス
カ
ウ
ト
さ
れ、
試
験
を
経
て
直
々
の
教
育
を
受
け
る
五
階
に
入
学
す
る。
教
育
期
間
は
約
一
〇
年
と
い
わ
れ
て
い
る。
し
か
し
な
ぜ、
こ
の
名
称
な
の
か
を
理
解
し
て
い
る
者
に、
筆
者
は
い
ま
だ
出
会
っ
て
い
ない。
（
20）
阿
久
津「非
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
け
る
hizm
et 」
で
も
紹
介
し
た
シ
ド
ニ
ー
の
調
査
で
は、
こ
の
五
階
の
教
育
を
経
て、
ま
さ
に
赴
任
し
た
ば
か
り
の
人
物
を
目
撃
し
た
が、
イ
ン
タ
ビューはできなかった。
（
21）
宗
教
間
対
話
inter-religious dialogue と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が、
異
文
化
交
流
と
と
ら
え
た方が、実態に近い。阿久津「非イスラーム世界における
hizm
et 」二―四頁。
（
22）
アラブ・イスラ ムの過去の宗教諸学の遺産につい
て、それらが固有の学問と外
来
の
学
問、
あ
る
い
は
宗
教
的
学
問
と
そ
れ
以
外
と
い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
区
分
は、
決
し
て
固
定
的
で
は
な
い。
む
し
ろ、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
に
よ
っ
て
多
様
な
区
分
が
な
さ
れ
て
い
る
背
景
こ
そ
が、
分
析
の
対
象
と
な
る
べ
き
こ
と
は、
以
下
を
参
照。
阿
久
津
正
幸「フ
ァ
ー
ラ
ー
ビ
ー
『諸
学
通
覧』
：
知
識
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と
ム
ス
リ
ム
社
会」
柳
橋
博
之
編『イ
ス
ラ
ー
ム：
知の遺産』東京大学出版会、二〇一四年、五八―五九頁
（
23）
阿
久
津「非
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
け
る
hizm
et 」
一
七
頁。
こ
の
思
想
は、
ギ
ュ
レ
ン
の
独
創
で
は
な
い
よ
う
で、
歴
史
的
な
文
脈
と、
地
域
的
特
質
と
と
も
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る。
信
仰
に
発
し
て、
伝
統
文
化
を
守
る
社
会
や、
現
代
技
術
を
採
用
す
る
社
会
な
ど、
多
様
な社会を
taw
ḥīdic pluralism
として分析する必要がある。
（
24）
本
稿
で
は
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
け
る
hizm
et と
し
て、
ト
ル
コ、
エ
ジ
プ
ト、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
扱
っ
た
が、
hizm
et 揺
籃
の
地
で
あ
る
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
の
事
例
の
検
討
も
必
須
と
な
る
だろう。
（
25）
イスタンブル調査では、サマンヨルＴＶ、キムセ・ヨク・ム
K
im
se Yok M
u （緊急
災害支援組織）
なども訪問した。これらは、稿を改めて紹介したい。
